
バックキャストで
中間目標を設定

バックキャストで
方向性と目標を設定

　当社グループは、目まぐるしく変化する経営環境に適応すべく、2027年を目標年度とする長期構想Scientific 
Innovation Chain 2027（SIC27）に取り組み、3カ年単位の中期経営計画を遂行しています。SIC27では「すべての生
活者・生命・地球環境がいきいきと共存・共生する世界」を提供価値として当社グループが持続的に成長し、その企業
活動が社会の持続可能性の向上に寄与する姿をコンセプト「サステナブルグロース」として掲げています。
　それぞれの中期経営計画においては、財務目標を設定した事業活動を推進することに加えて、企業と社会のサステナビ

リティに関する5つの重要課題（マテリアリティ）を策定し、中期経営計画と連動したサステナビリティ活動を進めています。
　さらに、近年の気候変動対応やカーボンニュートラル、SDGsへの取り組みに関するグローバルの動向、および
企業に向けられた要請が活発化する中、SIC27よりも長期的な視野での目標設定と取り組みが必要であると考え、
2050年を見据えた当社グループのサステナビリティ活動の実践的な長期目標として、サステナビリティビジョン

「TSV2050/2030」を策定しました。
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TSV2030
2030年のマイルストーンでの中間目標

SDGs達成に向けた企業としての貢献を推進

TSV2050
2050年のあるべき姿に至る方向性

カーボンニュートラル達成など

目標年（2050年）に
おけるあるべき姿

1. 持続可能な社会を実現させる製品・サービスの提供
提供する全製品・

サービスが
サステナビリティに

貢献している

◦ サステナビリティ貢献製品売上高構成比率
80％

◦ ライフサイクル視点でCO2排出削減に貢献
できる製品の拡大

◦ すべての製品をサステナビリティ貢献
製品に

◦ お客様の脱炭素化に貢献

2. モノづくりでの環境負荷低減

モノづくりにおける
環境負荷が

最小化されている

◦CO2排出量
国内35％削減（2020年度比）
海外35％削減（2030年度BAU比）

◦ 廃棄物外部排出量
国内50％削減（2020年度比）

◦ 有害化学物質排出量
国内30％削減（2020年度比）

◦ 生産活動でのCO2排出量を実質ゼロ、
環境負荷を最小化

◦ 廃棄物の発生を最小化
◦持続可能な水利用を実現

3. 信頼される企業基盤の構築

社会の持続可能性
向上に寄与できる
企業になっている

◦ 環境・社会調和な原材料調達の実現
◦ 社員の多様性の尊重、自然・地域との共生
◦ 絶え間ないガバナンス体制の再構築

◦ サプライチェーン、人材・地域活動、
ガバナンスを環境・社会貢献の視点
で継続的に改革・変革

　　2021年度（実績） 　　2022年度（実績） 　　   2023年度（目標）

287,989百万円 315,927百万円 330,000百万円

13,005百万円 6,865百万円 11,000百万円

4.5% 2.2% 3.3%

4.4% 4.3% 2.7%

連結売上高

連結営業利益

営業利益率

ROE
※2022年度実績を受け、SIC-Ⅱ期間最終年度である2023年度の目標値を修正しています。

• ライフ、コミュニケーション、サステナビリティの方向性での生活文化創造
• 圧倒的に高い品質の保証

• 環境負荷を低減する革新的な技術・製品・サービスの開発と普及
• 気候変動問題の解決や対応に向けた取り組み
• 化学物質の適切な管理

• 協働を通じたサプライチェーンとの共存共栄
• あらゆるステークホルダーの人権尊重

• 社員の満足につながる労働安全衛生の徹底と健康経営の推進
• 組織の活性化に向けたダイバーシティ推進

• コンプライアンスの徹底、腐敗・汚職の撲滅
• 確実なリスクマネジメント、災害対応の推進
• 事業を通じた地域社会発展への貢献

お客様の期待を超える
価値を提供し、社会に貢献する

サプライチェーンと共存共栄を図り、
ステークホルダーの信頼に応える

革新的技術を通じて
環境と共生する

社員を大切にし、
幸せや働きがいを追求する

信頼を支える
堅実な企業基盤を築く

主な実行項目 

SIC-Ⅰ
（2018～2020年度）

中期経営計画SIC-Ⅱ
（2021～2023年度）

新たな時代に貢献する生活文化創造企業を目指す

サステナビリティビジョンTSV2050/2030

TSV2030
（～2030年度）

TSV2050
（～2050年度）

SIC-Ⅲ
（2024～2026年度）

2050

長期構想Scientific Innovation Chain 2027（SIC27）
提供価値　For a Vibrant World（すべての生活者・生命・地球環境がいきいきと共存・共生する世界）
行動原理　科学的に実行する × 革新的に発想する × それぞれの活動を連鎖させる
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東洋インキグループの価値創造
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東洋インキグループ　統合レポート2023 東洋インキグループ　統合レポート2023

2050年を見据えた東洋インキグループの価値創造
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